
「1年単位の変形労働時間制」について、道教委と２回目の交渉⑤

懸念を払拭するための「講ずべき措置」が
いずれも曖昧で、歯止めとして機能しない
●制度活用の際に、教育委員会や校長が「講ずべき措置」

道教委が組合に提示した条例案には、「服務監督教育委員会は⋯指針に定める措置を講じるもの
とする」との記載があります。これは、「指針」において「１年単位の変形労働時間制を活用する
際に服務を監督する教育委員会が講ずべき措置に関する事項」として定められているもので、そ
の内容は、下記の通りです。

●「講ずべき措置」は、歯止めとして規定されている

これらの措置を定めることについて、昨年の国会審議では、下記のような答弁がなされていま
した。

《萩生田文科大臣》（11月13日・衆・文部科学委員会）
かえって勤務時間が増加するのではないかと心配されている皆さんに対して、その歯どめ

をきちんとつくっていきたいと思います。

現場の不安や懸念があることは承知しております。こういった一つ一つの懸念を払拭でき

るように、制度の中でも目に見える形で指針を示していきたいな、こう思っているところで
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変形労働制ではなく、せんせいふやそう！
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ございます。

《丸山初等中等教育局長》（11月13日・衆・文部科学委員会）
新たに制定することとなる文部科学省令や指針において本制度を活用する場合の要件等を

規定することで、一年単位の勤務時間の積み上げによる休日のまとめどりという中央教育審

議会の答申の趣旨を踏まえた運用が、各教育委員会、学校においてなされることが担保され

る制度とすることといたしております。

「指針に定める措置を講じる」とは、国会審議で答弁されたように、長時間労働を覆い隠すた
めに際限なく活用されることのないよう、「教員のリフレッシュ」という趣旨を担保する歯止めと
して、様々に規定されているものです。

●交渉では、「講ずべき措置」が曖昧で、歯止めとして機能していないことが明らかに

この「指針に定める措置を講じる」ことについて、道教委との今回の交渉では、歯止めとして
の措置がどのように担保されているのか、７点について具体的に質問をしました。その内容は、
次号以降のニュースでお知らせしていきますが、道教委の回答では、曖昧なものばかりで、歯止
めとしての機能は全く担保されていないということが明らかになりました。
歯止めとしての措置の規定が全く機能しない条例案を、現場教職員の声も聞くことなく拙速に

強行することは、認められません。

●学習し、各地から「１年単位の変形労働時間制」に反対の声を上げよう！

条例案が１２月道議会で制定されようとしている今、「１年単位の変形労働時間制」を導入させ
てはいけないという職場での合意づくりが重要になります。議会採決の山場となっているであろ
う１２月６日には、鈴木大裕さん、内田良さんのクロストーク学習会をオンラインで発信します。
この学習会に結集し、今後の私たちの運動の展望を確かめ合いましょう。


